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研究成果の概要（和文）：コンテンポラリーダンスの国内外における上演状況についての調査、

各国担当者へのヒアリング、国際研究集会、ダンサーや照明家、音楽家などを交えた研究集会

などを通じて、国内外における、コンテンポラリーダンス上演比率、上演数、アジアやアフリ

カなど各国への浸透度が顕著に上昇し、そのネットワークが整えられていること、さらに、照

明や音楽などとの協働もふくめ、独自の美意識が醸成されており、西欧中心主義を基盤とした

従来の「藝術」の制度を根底から転覆しつつあることがあきらかになった。 

 
研究成果の概要（英文）：The investigation concerning the circumstances of contemporary 
dance in and outsides Japan shows the increasing number of public performances, the  
expansion of contemporary dance not only among European countries, but also in the former 
“third world”countries in South-, Southeastern Asia, Africa including “Sub-Saharan” 
area or in South-America, as well as the development of networking and the emergence of 
a new aesthetics which sometimes contradicts the traditional aesthetics oriented to the 
Eurocentrism. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)コンテンポラリーダンスは 1990年代から
各所で爆発的に生まれたが、その国内外にお
ける上演実態、地域的な浸透のあり方、わが
国、ならびに諸外国の助成制度の比較などに
ついての全体的な見通しはえられていなか
った。 

とりわけ、わが国のコンテンポラリーダンス
に関しては、2005 年でその頂点をうち、その
後は衰退に向かっているという言説が一般
的であった。 
(2)コンテンポラリーダンスは、特定の技法
や美意識に限定されるものではなく、演出な
どのあり方についての統一性はなく、にもか
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かわらず他の舞踊諸ジャンルとは区別しう
る。 
そのようなコンテンポラリーダンスの美学
的特性についても、はっきりとはわかってい
なかった。 
 
２．研究の目的 
(1)コンテンポラリーダンスの上演状況やそ
の公演助成制度について、わが国、ならびに
諸外国の状況を目に見えるものとする。 
(2)コンテンポラリーダンスの、多彩であり
ながら、他と区別しうる演出上の、また美学
的特性を解明し、そのことから導き出される
「新たな芸術観」をあきらかにする。 
 
３．研究の方法 
(1)上演数については、国内外の舞踊専門紙
の記事をデータベース化し、通時的傾向、ま
た地域別傾向をあきらかにするとともに、各
地の関係者のヒアリングをおこなった。 
(2)美学的特性については、ピナ・バウシュ
やコンドルズなど、コンテンポラリーダンス
の代表的作家の作品について、その演出や身
体技法上の特徴をもあわせた、美学的、舞踊
学的分析をおこなった。 
また、上演者や作家、照明家などの専門家と
ともに、実験的な共同研究をおこなった。 
 
４．研究成果 
(1)上演数については、国内外でコンテンポ
ラリーダンスのそれが一貫して増加傾向に
あり、わが国において、その傾向は、コンテ
ンポラリーダンス公演が頂点を極めたと思
われていた 2005 年以降においてもまったく
かわっていないこと、そして、その結果、コ
ンテンポラリーダンス公演は、その上演数に
おいて、いまや、クラシックバレエやモダン
ダンスなどをふくめたあらゆる舞踊ジャン
ルの内でも最大の規模になっていることが
明らかとなった。 
その背景には、当然、とりわけヨーロッパ各
国をはじめとする文化政策の充実がある（雑
誌論文⑤副島、⑥丹羽、また、同報告書所収
のデータ分析など）。 
また、1990 年代まで欧州や北米（カナダケベ
ック州）、日本に限られていたコンテンポラ
リーダンスの製作、上演が、2000 年前後にお
いて爆発的に拡散し、いまや、中国や東南ア
ジア、インド、モンゴルなどをふくむアジア
諸国、ブラジルやヴェネズエラなどの南米、
さらに、セネガルやブルキナファソ、南アフ
リカ、マリなど、サブサハラ諸国を含むアフ
リカにまで浸透していることがわかった（図
書⑫貫、など）。 
さらにまた、従来の国家予算や大規模劇場頼
りの公演や海外ツアーではなく、小規模劇場
相互のネットワーク（“Aerowave”）が急速

に充実されていることがあきらかになった。 
(2)コンテンポラリーダンスにおいては、通
常の舞踊作品に比べてはるかに微細、かつ効
果的な演出が見られる。そのうち、たとえば、
従来、歴史的研究しかおこなわれず、その美
学的分析はなされなかった照明や音楽とダ
ンスの関係について、単なるリズムやメロデ
ィーだけでなく、あえて情景とは反対の情感
を生む音楽を流すことによって得られる効
果、本来不可能な音（異様に大きな擦過音）
によって、観客の身体感覚にまで影響を及ぼ
す演出、照明によって、観客とダンサーとの
距離を操作する手法、など、さまざまな手法
が用いられ、独特の効果を上げていることが
わかった（雑誌論文②貫、③石渕、④島津な
ど）。 
障碍者など、さまざまな異物を巧みに取り入
れることによって、当初は予想しえなかった
効果をあげる諸装置がコンテンポラリーダ
ンスに見られる。そのため、たしかにその発
生の経緯において、また、ほとんどすべての
作家に見られる美意識、美学、演出手法にお
いて、ヨーロッパ中心主義的であるコンテン
ポラリーダンスだが、その「周辺部」におい
ては、脱ヨーロッパ中心的な手法や美意識が
見られることが明らかになった。一方、コン
テンポラリーダンス作家によるフラッシュ
モブ、上に触れた障碍者とともに作成した作
品など、従来の「芸術」という枠組みを超え
る可能性、舞踊を芸術から文化へとシフトす
る可能性が生まれつつあることも調査や考
察から示された（雑誌論文①尼ヶ崎など）。 
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